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『地域まちづくり活動助成金』の概要 
 

地域まちづくり活動助成金制度は、東大阪市の地域資源の活用や地域課題の解決に向けたまちづくり活動の活性化を図り、
わがまちとして愛着と誇りの持てる市民主体の魅力ある地域づくりを目的としています。 

 

〇選考方法 いずれも「東大阪市地域まちづくり活動助成金審査会」において審査します。 

〇審査項目 

審査項目 内容 

公益性 
事業の成果が不特定かつ多数の市民の利益につながる事業か  

地域資源の活用や地域課題の解決に向けた事業か 

事業の実現性 
十分な計画性があり、実現可能か 

事業内容が事業目的とあっているか 

創意工夫・ 
先駆性 

申請団体ならではの特性を生かした創意工夫はあるか 

市民の視点からの発想を生かした創造的で魅力的な事業であるか 

発展性 

他への波及や継続・定着するための工夫があるか 

積極的な財源確保の取組みはあるか 

＜スタート支援部門＞助成金を受けることで、団体の発展につながるか 

＜２回目以降＞過去の活動内容や審査会意見等を踏まえ、改善や成⾧が見られるか 

組織の健全性 
設立目的は明確で、事業を実施する体制がつくられているか 

事業報告・事業決算書が作成され、情報公開に努めているか 

協働性 
事業実施にあたり、他分野の団体、企業や行政機関、教育機関など多様な団体・機関と
の連携をはかっているか 

事業実施後に、今後のネットワークにつながるか 

 

 『アイディアを実現するための団体の土台づくり』 
スタート支援部門 

『事業の自立に向けてチャレンジ開始』 
事業チャレンジ部門 

対象団体 立ち上げて 5 年未満の団体 活動期間に制限なし 

助成額 上限 20 万円 上限 70 万円 

助成率 
１回目:10 分の 10 以内 
２回目:10 分の 9 以内 
３回目:10 分の 8 以内 

10 分の 7 以内 

助成回数 3 回まで 3 回まで 

部門 審査方法 

スタート支援部門 書類審査・ＰＲスピーチと質疑応答 

事業チャレンジ部門 書類審査・プレゼンテーションと質疑応答 
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報告書提出日：令和８年２月１９日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

若者の教職離れが目立つ昨今、市教育委員会や大学任せではなく、市民の力で教員
志望の学生を育てることを目的とする。教職のすばらしさや最新の知見を獲得す
ることで、モチベーションを継続しながら教員を目指す人材を増やしていく。「や
りがいを感じ続ける教員」を増やし、東大阪市の義務教育を安定・充実させること
を最終目標とする。 

２．事 業 の 内 容 

・夏と冬に集合型研修を開催。現職教員の参加も呼びかけ、教員志望学生とのかか
わりの中で、双方が刺激し合い、気づきを深められる学びの場を設定する。 

・教採面接練習や模擬授業指導助言など、教職キャリア支援を実施 

・年間活動として「平和プロジェクト」を位置づけ、学生メンバーの創意工夫で小
学校での出前授業を企画・実践する 

３．事 業 評 価 

 

１ 十分だった 

２ 一定できた  

３ 不十分だった 

①実施時期（日時）はよかったか  １  ・  ２  ・  ３   

②実施場所はよかったか  １  ・  ２  ・  ３   

③プログラムの内容はよかったか、 

事業目的と整合性がとれていたか 
 １  ・  ２  ・  ３   

④受益者は意図した人たちだったか、計画
通りの参加人数があったか 

 １  ・  ２  ・  ３   

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
 １  ・  ２  ・  ３   

⑥企画・準備はうまくいったか １  ・  ２  ・  ３   

⑦広報はよかったか  １  ・  ２  ・  ３   

⑧予算は妥当だったか １  ・  ２  ・  ３   

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

十分にできた理由 

不十分だった理由 

集合型研修は、参加学生が最も多い近畿大学（東大阪キャンパス）とし、設備も充
実していた。また、学生のニーズに合わせ、夏は別日程で、オンラインでの開催も
実施した。昨年より内容は改善できたものの、学生サークルとの連携等が十分では
なく、前年度より参加人数は若干減少した。 

今年度からインスタグラムでの発信を活発に行った。興味関心を示してくれる人
も増えたと思われる。広報ポスター・チラシの効果については、不透明である。 

予算については、通年のプロジェクトを実施したため、昨年度以上の支出となっ
た。今年度助成金を増額していただいたおかげで、事業のめどが立った。 

事業名 
 

教員志望大学生および現職教員の研修及び個別サポート事業 

団体名 子どもも教員も育つまち東大阪 

助成区分 スタート支援部門  （ □１回目  ■２回目  □３回目 ） 

助成金額 １５３,０００円 総事業費 １６４，３６２円 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

参加者の振り返りで、「学校の ICT 活用状況が分かった」「研修で学んだことをイ
ンターンシップや教育実習で生かしたい」など教員志望学生のニーズにマッチした
内容を提供できた。また、メンターとしての位置づけである現職教員にとっても、
教職の尊さなどに改めて気づき、多くの刺激を得た様子がうかがえる。 

昨年同様、東大阪市立小学校社会科教育研究会と事業を共同開催することで、現
職教員と大学生が交流する機会を増やすことができた。平和プロジェクトを通じ
て、教員志望ではない学生にも、市内小学生の学ぶ姿勢に触れ、親しみを感じた様
子もうかがえた。このようなプロジェクトが、学校関係人口を増やすことにつなが
ると認識できた。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

SNS での発信、大学教員との関係構築、後援名義の取得、市の自主校長会での情
報提供の機会など、積極的かつ地道な取り組みによって事業の信頼性を上げた点が
大きい。また、会場を近畿大学東大阪キャンパスにしたこと、学生も現職教員も来
やすい日程を選択し、同内容を複数回で開催したことも、学生の参加者数を上げる
ことにつながったのではないかと考える。 

 

６．活動内容がわかる写真 

              

 

  

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続  

             継続して実施する   ・   実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、事業を継続しない理由 

 通年プロジェクトの運営は、学生のモチベーションや、授業や生活の変化によって、メンバーの参加率

が大きく影響することがわかった。今回の経験をノウハウとして使えるようにしておく。 

令和 8年度は、行政との連携、人脈構築、新たなプロジェクトを始動する研究の期間とするため、1年

間の活動休止とする。今年度の事業展開を省察し、令和 9年度の NPO 法人化をめざして、さらに教育系地

域活動を活性化していきた。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （事業を継続する場合のみ） 

 教員不足解消や教職の魅力 UP は、公立学校や教職養成の大学だけでなく、行政や企業との積極的なコ

ラボが必要な領域である。官民連携による事業としてどのような資金繰りが可能か、検討を要する。 

  

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日：  年  月  日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

子どもの成長とともに育児の悩みは形を変えながら続き、特に不登校に直面した保護
者は、情報の少なさや対応への不安から心身の負担を抱えやすいと感じています。そ
うした中で、不登校に関する情報の共有や進路の選択肢を知る機会をつくりながら、
保護者同士が思いを話し、少しほっとできる居場所づくりを目指しています。 

２．事 業 の 内 容 

同じ悩みを持つ保護者同士が集い、思いの共有や情報交換ができる茶話会を開催しま
す。また、親子で楽しめる絵の具遊びや縁日などのイベントを通して、気分転換にな
る場づくりを行っています。さらに、活動の周知とともに不登校に関する情報発信や
理解促進にも取り組みます。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ３ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ３ 

③ 受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

実施時期や場所、プログラム内容については大きな支障なく進めることができ、前年
度より対象者の参加人数が増えたことから、概ね事業目的に沿って実施できました。 

広報や準備については想定より時間がかかってしまった為、より多くの方に届ける為
にはもっと早い段階で取り組む可能性があると感じています。 

実施体制や連携については大きな問題はなく、今後さらに関係性を深めていきたいと
考えています。予算については助成金の活用により安定した運営につながりました。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

事業名 ひだまり 

団体名 ひだまり 

助成区分 スタート支援部門  （ □１回目  ■２回目  □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 68,000 円 助成金 

確定額 68,000 円 総事業費 100,412 円 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

本事業では、参加者が安心して過ごしながら交流できる場を提供するという当初の目
的については、概ね達成できたと感じています。また、予定していなかった成果とし
て、不登校に関する話をさせていただく機会が少しずつ増えてきており、活動が地域
の中で広がってきている実感もあります。こうした動きも一つの成果として捉えてい
ます。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

これらの成果が得られた理由としては、無理のない形で継続して場を開いてきたこと
により、安心して参加できる雰囲気が少しずつ積み重なってきたことが大きいと感じ
ています。また、参加者や関係者との関わりの中で信頼関係が育ってきたことも要因
の一つです。 

その積み重ねの中で、不登校に関する話をさせていただく機会や地域での役割を担う
機会にもつながっており、活動への理解や信頼が広がってきていると感じています。
一方で、広報面などは十分とは言えず、今後の課題として感じています。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

これまで助成金を活用しながら活動を継続してきましたが、少しずつひだまりの存在を知ってくださる方

が増え、継続的に参加してくださる方も見られるようになりました。現在は特に茶話会を中心に、保護者

同士が思いを共有し、安心して過ごせる場としての役割が定着してきていると感じています。規模を広げ

る段階から、無理のない形で継続していく段階へと移行しているため、現時点では助成金に頼らずとも運

営が可能であると判断しています。今後も必要に応じて形を見直しながら、継続を大切にした活動を行っ

てまいります。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

 

 

 

 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日： 8 年 4 月 30 日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

子育ては可愛い・楽しい反面、孤独や不自由、精神的な負荷を感じることがある。 

子育て中のママ同士だからこそ、一緒に楽しめること、分かり合えること、元気を 

もらえることがある。そんな場所づくりをして、ママを元気にしたい。ママが元気で
楽しんでいれば子どもたちやパパも元気に。親子が元気なら町も元気に。同じ町で、
みんなで一緒に子育てを楽しんでいると感じられるようなイベントを企画する。 

２．事 業 の 内 容 

①子どもたち自身が 1から考えた「こども店長」ブースを中心に、飲食や物販などの
「おとな店長」ブースが勢ぞろい！子育て世代を中心に大勢の人が集まる「子育て×
まちづくりのイベント」開催（年間 1回） 

②同じ子育て世代の仲間が集まる未就園児親子向けワークショップ開催（年間 4回） 

③子育て応援マップを表紙に印刷したオリジナル自由帳の製作と配布（500 部） 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ③ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ③ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ③ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ③ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ③ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ②     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ③ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ③ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

総合的に意図した以上の結果が得られ、３事業を通して【子育てによる孤立を減らし
町のみんなで楽しく子育てを！子どもたちが楽しめる町を親が作る！】という私たち
の想いを大勢の方々に届ける事ができた。ただ、初めての駅前広場イベント利用の為
に手続きが思う様に進められない事態や段取りに抜けがあり関係者に迷惑をかける
トラブルがあったが、迅速に助けて頂いたおかげで無事にイベントを開催できた。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

事業名 チームオレンジ 親子がたのしめるイベントづくり 

団体名 チームオレンジ 

助成区分 スタート部門  （ ☑１回目  □２回目  □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 200,000 

助成金 
確定額 200,000 総事業費 235,267 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

① のイベントについて、永和駅前交通広場の利用申請承認まで長期間かかってしま
ったために、告知期間が計画より短くなってしまったが、臨機応変にチラシの印
刷枚数をかなり増やし、近隣小学校・幼稚園等で配布していただいた。結果、たく
さんの集客がありイベントを成功させることができた。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

東大阪市と東大阪市教育委員会のイベント後援名義申請を承認していただいていた
為、多くの近隣小学校・幼稚園等の協力を得ることができた。また、事前に永和駅前
商店会等近隣へもご挨拶と告知ご協力のお願いに伺っていた為、多くの集客につなが
ったと感じる。まずは自分たちが、町の方々と積極的に関わって繋がりを持つことで、
賛同や協力の輪が広がっていき、まちづくりの一端を担い成果を上げることができた。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

次年度は、より多くの子育て世代に想いを届けるため、多くの人が集まるイベント実施の回数を増やし、 

今年度苦労した会場使用申請の手続きや出店者手配等の段取りを全て早め早めに動くように努める。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

出店料収入と会場使用料や印刷費などの経費のバランスを考え、後援や協賛等に協力してくれる企業や団

体とのつながりを作っていけるように努める。 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日：２０２６年  ５月 １日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 
事業名 アクティブラーニング推進事業 

団体名 知育&子育てサロン Sotto. 

助成区分 スタートアップ部門  （ □１回目 ☑２回目  □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 

２０万円 助成金 
確定額 

２０万円 総事業費 278,909 円 

 

１．事業の目的 

地域課題・社会背景等 

 子育て支援センターが少ない東大阪市の北部に位置する加納地域にて、親子に寄

り添う保育士がいる子育て世代のための居場所づくり。 

２．事業の内容 

幼児期の遊びの大切さや多様性を発信し、知育遊びを中心に、子育ての悩みに楽し

みながら向き合えるイベントを開催。 

３．事業評価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

1 実施時期（日時）はよかったか １     ２    ③ 

2 実施場所はよかったか １     ２    ③ 

③プログラムの内容はよかったか、事業

目的と整合性がとれていたか 
１     ２    ③ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２    ③ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２    ③ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２    ③ 

⑦広報はよかったか １     ②    ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２    ③ 

４．評価理由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

昨年度は集客に課題があったため、今年度はイベント前にチラシの配布や地域掲示

板への掲載を行うなどの対策を講じた。あわせて、PR を目的にマルシェへ出展し、

知育遊びのゲームも実施した。広報については、なお改善の余地があると感じてい

る 。 

また、知育遊びや教育に関心の高いご利用者様が他府県より参加していただくこと

が多く見られたため、今年度は『東大阪市民割』と『リピーター様割』を導入し、

市内の方やこれまで利用してくださった方の参加の定着を図ったことは、少し効果

が見られた。 

15



 

５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

概ね予定していた成果があがった。 

 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

昨年度の課題や反省を随時あげ、今年度に生かすことができたため。 

また、講師先生とイベント内容やこちらの目的を明確に伝える話し合いを重ねること

で、事業や活動内容について理解していただき、利用者様に安価で貴重な経験を提供

することが実現したのではないかと考える。 

６．活動内容がわかる写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ ○実施しない 

 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

 拠点となるサロンが、自動車整備工場の二階ということで利用者様が急な階段を上り下りして利用し

てくださる際にベビーカーをもって上がることが難しく、小さなお子様の行き来の安全面に不安がある

こと。また、真夏と真冬といった子育て世代が室内での快適な居場所を欲している時期に広さゆえに空

調が効きにくく、運営上の課題が見られるようになってきたため。来年度は、運営場所や活動拠点をも

う一度見直し、私たちに何ができるのかを、探っていきたいと考える。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 
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報告書提出日： 　 　 令和8年　 　 5月　 　 1日

令和７ 年度　 地域まちづく り 活動助成金　 活動成果概要

事業名 東大阪市に独自の芸術文化をつく る事業

団体名 東大阪市ジャズ協会

助成区分
スタ ート 支援部門　 　 （ 　 □１ 回目　 　 ✔２ 回目　 　 □３

回目　 ）

助成金
交付決定額

200,000
助成金
確定額

198 ,001 総事業費 409,881

１ ． 事 業 の 目 的

地域課題・ 社会背景等

・ 東大阪市で独自の芸術文化を 育て、 魅力的な街に発展する余地がある。  

　 　 　 　 　 　 ～アンケート 結果から の問題点～ 

・ 需要があるにも 関わら ず、 東大阪市民が気軽に本格的な芸術に触れら れる機会・ 場

所が少ない 

・ 東大阪市民にイベント を周知でき る 宣伝媒体が少ない。  

・ 芸術家の作品レ ベル、 演出力が低い。  

・ 鑑賞者の芸術リ テラ シーを 高める必要がある。

２ ． 事 業 の 内 容

(1) 助成対象事業： 東大阪ジャズ協会イベント  （ 全5回）  

若手から ベテラ ンまで幅広い層が参加するコ ンサート と ワーク ショ ッ プを 市内で開催

（ Com pás M eets Bop Vol .1～3、 ク リ スマスコ ンサート 、 Art of Jazz Lab） 。 市民

が気軽に生演奏に触れる機会を 提供し 、 各回と も 多く の集客を 達成し た。    

(2) 関連事業： 若手育成・ 交流ジャ ムセッ ショ ン（ 助成金外）  

定期演奏会の開催と 並行し 、 地域ミ ュ ージシャ ンの技術向上と 交流を 目的と し たジャ

ムセッ ショ ン を 自主運営で毎月実施。 演奏会で関心を 持っ た市民がプレイ ヤーと し て

参加する場と なり 、 地域の音楽コ ミ ュ ニティ の活性化に大き く 寄与し た。

３ ． 事 業 評 価

１ 　 不十分だっ た

２ 　 一定でき た　

３ 　 十分だっ た

項　 　 目 評　 価　 点

不十分　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十分

① 実施時期（ 日時） はよかっ たか １ 　 　 　 　 　 ②　 　 　 　 　 ３

② 実施場所はよかっ たか １ 　 　 　 　 　 ②　 　 　 　 　 ３

③プログラ ムの内容はよかっ たか、 事業
目的と 整合性がと れていたか

１ 　 　 　 　 　 ２ 　 　 　 　 　 ③

④受益者は意図し た人たちだっ たか、

計画通り の参加人数があっ たか
１ 　 　 　 　 　 ②　 　 　 　 　 ３

⑤実施体制、 協力・ 連携団体・ 機関は

よかっ たか
１ 　 　 　 　 　 ②　 　 　 　 　 ３

⑥企画・ 準備はう まく いっ たか １ 　 　 　 　 　 ②　 　 　 　 　 ３

⑦広報はよかっ たか ①　 　 　 　 　 ２ 　 　 　 　 　 ３

⑧予算は妥当だっ たか １ 　 　 　 　 　 ②　 　 　 　 　 ３
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※１ ～４ を１ 枚に収めるよう に記載し てく ださ い。

６ ． 活動内容がわかる写真

※５ ～９ を１ 枚に収めるよう に記載し てく ださ い。

４ ． 評 価 理 由

①～⑧の評価で

不十分だっ た理由

十分にでき た理由

十分にでき た理由（ ③・ ⑧） : 「 芸術リ テラ シー向上」 に向けた解説付き公演

が好評で、 有料化後も 一定の参加者を得た。 また、 総事業費に対し 自己資金

が約半分を占め、 自立に向けた予算編成が行えた。  

不十分だっ た理由（ ⑦・ ④） : 広報不足により 、 雨天時に新規顧客を呼び込む

力が弱く 、 第3回・ 第4回の集客が目標を下回っ た。

５ ． 事業成果

予定し た成果があがっ たか、 予定外に得ら れた成果はあっ たか

予定し た成果: 合計5回のイベント を通じ 、 延べ約200名に「 生き た芸術」 を

届けた。 特に有料ワーク ショ ッ プの開催は、 単なる「 観客」 を「 参加者」 に

変える大きな一歩と なっ た。

予定し た成果があげら れた理由、 あげら れなかっ た理由

成果があがっ た理由: プログラ ムの質を維持し つつ、 ワーク ショ ッ プで初心者

向け（ 自由な跳躍） の参加枠を設けたこ と で、 コ ミ ュ ニティ の多層化が進ん

だ。

７ ． 次年度の事業継続　 （ いずれかに〇をつけてく ださ い）

助成金を活用して

✔継続し て実施する ・ 助成金を活用せずに

継続して実施する ・ 実施し ない

８ ． 継続する場合の次年度の改善点や工夫、 助成金を活用し ない理由、 事業を継続し ない理由

改善点・ 工夫: 集客の天候依存を脱却するため、 前売り 券の普及。 後援申請・ 自治協議会と の連

携し 、 地域掲示板へのポスタ ー掲示に注力する。

９ ． 中長期的な見通し 、 財政面で自立し ていく ための工夫等　 （ 助成金を 活用し て事業を 継続する 場合の

み）ワーク ショ ッ プやセッ ショ ンを収益事業と して育て、 5年以内に助成金依存度を30% 以下に抑え

る。 企業協賛の獲得に向け、 活動の数値化（ アンケート 分析） を継続する。
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スタート支援

168,221円
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179,676 263,651円
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報告書提出日：令和８年４月２５日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

当団体は東大阪市内の公共施設等を中心に、子どもの様々な動きや、活動、興味を促
し、かつ安全・安心なグッドトイ等を中心としたおもちゃを使い、親子で気軽にあそ
べる「おもちゃの広場」の開催を活動目的とする。親子でおもちゃで一緒に遊ぶこと
を通して、子どもにとってのあそびの意味や、親と子が一緒に過ごすことの意味を情
報発信していくことを活動のねらいとしています。 

２．事 業 の 内 容 

年 4 回程のおもちゃの広場の開催を通して、乳幼児期の子どもとその保護者が安心
して、グットトイで遊ぶ機会を提供したいと考えています。乳幼児期の子どもの持つ
感覚や豊かな感受性を育み、保護者や他の子どもとのコミュニケーションが自然と生
まれます。親子で一緒におもちゃで遊ぶことを通して、親が子どもの興味関心を知
り、家庭での遊びやコミュニケーションが広がって欲しいと考えています。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ３ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ３ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

今年も年４回のおもちゃの広場の開催を企画し、無事目標を達成することができまし
た。また、今年はグッドトイの有効活用を目的に、グッドトイを市内の子育て支援に
携わる３団体に無償で貸し出しを実施し、好評を得ました。また、市内の図書館ボラ
ンティア団体「コッコ絵本の会」との共催イベント「おもちゃと絵本の広場」の開催
や、市内子育て支援団体「やどり木」が主催する「やどり木まつり」にもおもちゃの
広場として参加し、多くの親子にグッドトイで遊ぶ機会を提供しました。 

事業名 おもちゃの広場 

団体名 おもちゃとあそび tocotoco 

助成区分 スタート支援部門  （ □１回目  ☑２回目  □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 90,000 助成金 

確定額 71,829 総事業費 95,447 
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※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

 おもちゃの広場の案内は、団体のインスタグラムでの周知のみでしたが、定員に達
する人数が集まるようになり、徐々に「おもちゃの広場」の周知が広がってきている
と感じています。地域まちづくり助成金のつながりで、様々な団体の皆さんと知り合
うことができ、「やどり木まつり」のようなイベントにもお誘いいただくことができ、
団体同士の繋がりも広がってきていると思います。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

活動内容としては、「おもちゃの広場」「グッドトイ貸し出し」「他団体との共催イベン
トの実施」など見通しが見えてきましたが、活動費の捻出については課題があると認
識しています。活動費の捻出のため、木のおもちゃ作りのワークショップを開催しま
したが、内容や値段など再考が必要と感じています。また、団体の活動に協力してく
れる人材の確保も継続的に実施していく上では課題があると感じています。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

引き続きおもちゃとあそび tocotoco は、おもちゃの広場の開催を通して、親子が気軽にグッドトイを中

心としたおもちゃで楽しめる場所づくりを基本活動として取り組んでいきます。その中で親子で一緒に遊

ぶことの大切さや、子どもにとってのおもちゃやあそびの意味、乳幼児期の子ども達を育てるときに大切

にしてほしいことなどを、お便り「親と子 トコトコ」を定期的に発行していきながら、発信していきま

す。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

助成金終了後はワークショップやおもちゃの貸出を通して活動費用を捻出し、グッドトイ等備品も増やし

ていきながら、おもちゃの広場の自主開催がよりスムーズに開催できることを目標にしています。基本コ

ンセプトはおもちゃやあそびを通して、親子が楽しく過ごせる機会を提供することを大切に、おもちゃの

広場やワークショップなどの各事業を展開していきたいと思います。活動を続けていく中で、趣旨に共感、

賛同してくれる人を集めながら、少しずつ活動の輪を広げていきたいと思います。 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日：2026 年 4 月 30 日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

東大阪市は外国籍住民が多く暮らすまちですが、言語の壁による情報格差が課題で
す。特に災害時、難解な言葉は命に関わる情報伝達の妨げとなります。本事業は、外
国人住民に伝わりやすい「やさしい日本語」を普及させ、情報のバリアフリー化を推
進しました。日本人住民との相互理解を深め、誰もが取り残されない多文化共生社会
を実現することを目的としています。 

２．事 業 の 内 容 

「防災×やさしい日本語」をテーマに掲げ、多角的な活動を展開しました。外国人住
民と直接対話する「おしゃべりパーク」を 2回、市民向け「ワークショップ」を 1回
開催。さらに「防災ガイド」作成に向けた勉強会を 5回重ね、3月末に完成に至りま
した。市の危機管理室、多文化共生男女共同参画課、まちづくり地域活動支援室のみ
なさんにも伴走していただき、やさしい日本語でつながる防災の形を追求しました。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ３ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ３ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

「防災×やさしい日本語」という軸を決めたことで、内容がブレることなく、ワーク
ショップからガイド作成までを良い流れで進めることができました。日本人向けの広
報も、チラシや口コミが効果を発揮し、手応えを感じています。 

一方で、外国人の集客には課題が残りました。当日キャンセルもあり、目標人数には
届かなかったため、今後は外国人の方々へ届きやすい広報の方法や、当日参加を促す
工夫を検討していきたいです。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

事業名 多文化共生社会を私の町にも！やさしい日本語での情報発信と地域交流事業 

団体名 多文化共生サポート「結」 

助成区分 スタート支援部門  （ □１回目  ☑２回目  □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 200,000 円 助成金 

確定額 167,665 円 総事業費 222,301 円 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

「防災×やさしい日本語」をテーマにしたワークショップを通じ、参加者の皆さんに
その重要性を深く理解していただくことができました。また、ガイド作成の過程で市
の危機管理室や多文化共生男女参画課との協力体制が築けたことは、今後の活動に繋
がる大きな収穫です。完成したガイドは予想以上の反響を呼び、他市の教育関係者か
らも配布希望が届くなど、やさしい日本語の必要性が広く求められていると実感して
います。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

当初の目標に対し、外国人の集客については課題が残りました。その要因として、当
事者の中に防災への関心が薄い層が一定数いるという想定が不足していたことが挙げ
られます。日本語教室や外国籍社員の多い企業など、実際に外国人が集まる場所へこ
ちらから出向くといった視点が必要でした。今後は、防災に関心を持ってもらうため
の入り口の工夫や、効果的なアプローチ方法を具体的に検討していく必要があります。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

次年度はメンバーの諸事情を考慮し、あえて助成金に頼らず「自走」の可能性を試す一年とします。具体

的には、個人単位での「やさ日カフェ」や他団体とのコラボなど、柔軟なトライ＆エラーを通じて活動の

幅を広げる計画です。やさしい日本語防災ガイドを活用した出張ワークショップ、やさしい日本語×古典

文学講座など、活動範囲を東大阪市以外にも広げ、やさ日普及のより効果的なアプローチを検証します。

また、この１年で寄付金や賛助会員募集等、自立した運営体制を模索していきます。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日：２０２６年５月１日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

東大阪市内にはふれあい祭り等といった、大規模な住民の交流イベントがあります。
障害者の中には合理的配慮や支援者がいることで、そういったイベントにはじめて参
加できる方がいます。当会は一人ひとりに配慮がしやすいようコンパクトなイベント
を通年で実施し、障害者を含めた住民間の交流が増えることを目的としています。ま
た、イベントを開催するだけでなく、一緒にイベントを作り、一緒に参加することで
相互理解を深め、誰もが暮らしやすい東大阪市のまちづくりの一助になることを目的
としています。 

２．事 業 の 内 容 

定期的にイベントを開催しています。 

ボッチャ大会・運動会・凧揚げ大会といった体を動かすイベントや、創作物の展示会
といった文化的なイベントを実施しています。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ３ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ３ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

月に一度実行委員で会議を実施し、大枠は同じイベントでも中身をリニューアルしこ
とや、ご利用者様への配慮を細かく共有することで、どなたでも安心して参加できる
イベントが実施出来ました。参加する障害福祉事業所やボランティアスタッフが、回
を重ねるごとに増えています。一方地域の方の参加数に関しては、まだまだ少ないの
で、次年度は広報活動に注力してまいります。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

事業名 東大阪市障害者文化スポーツ大会 

団体名 東大阪市障害者文化スポーツ大会 

助成区分 スタート支援部門  （ □１回目  □２回目  ■３回目 ） 

助成金 
交付決定額 200,000 円 助成金 

確定額 114,025 円 総事業費 342,279 円 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

今年度は参加事業所数、参加者数共に増加しており、横のつながりが広がっています。
また、別事業所のご利用者様同士が仲良くなって声を掛け合い、よい関係を築かれて
いる場面も多く見られました。地域の方のイベントへの見学や参加も、少しずつ増え
ています。企業の方が継続的にボランティアとして参加してくださっています。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

月に一回実行委員のメンバーが集まり、各イベントの改善や新しい企画の提案をして
います。地域の方により私たちの活動を知って頂くため、他の助成金団体の活動やふ
れあいまつり等に参加しました。各イベントのチラシを作成しての PR や、ボランティ
アスタッフの募集を幅広く実施しました。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

地域の方へのＰＲが不十分だと考えています。今まで各イベントを今まで現場を中心になって運営してき

た役員は、認知獲得のために営業や広報活動に注力していきます。東大阪市内の自治会、学校、障害者支

援を行う人たち等へ、イベントのチラシの配布など、PR 活動を積極的に行います。認知を向上させ、より

地域の方と交流する機会を創出できるよう、他団体の活動やふれあい祭り等の地域のイベントに積極的に

参加していきます。また、他団体と良い関係を築き、ともにイベントを作り上げることも目指します。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

上記の活動に取り組み、認知度を高めた上で当会に賛同いただけるスポンサーを募り、持続可能な会とな

ることを目標とします。 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日：令和８年４月１３日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

各地域の自治会等が主催する祭りや盆踊りは、地域の役員の高齢化と後継者不足や準備・運営に係る人手不足

等の問題で開催を断念するところが増えており、地域での人々の交流の場が無くなると共に伝統文化の衰退が

危惧される状況である。また、伝統芸能の後継者不足も深刻な状況で、次代の継承者の探索と育成が急がれる。 

令和４～６年度で実施してきた「新しい形の祭り、盆踊りイベント提案プロジェクト」事業の実績を礎に、更

なる広報活動と幅広いジャンルの音楽や郷土芸能が一堂に会するイベントの企画・設営・運営までをパッケー

ジ化した提案を行い、各地域での開催に繋げて地域住民の交流を深める機会の維持・拡大を目指す。 

２．事 業 の 内 容 

世代やジャンルを問わず様々な交流や情報をインターネットラジオ等により幅広く発信すると共に、練習生・

研修生の募集と一般の方との交流やＰＲの場として、外部講師を招いて河内音頭セミナーを開催。 

また、幅広いジャンルの音楽（アニメソング、ＰＯＰＳ、演歌、民謡等）や郷土芸能が一堂に会する提案イベン

ト（企画・設営・運営までをパッケージ化）を開催し、インターネットでも一部公開することにより、来場者以

外にも広く訴求する。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ３ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ３ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

河内音頭セミナーの開催時期について、準備や会場手配の都合で９月の開催となった
が、盆踊り時期前の６～７月の実施が望ましかった。 

河内音頭セミナー、日本の郷土音楽祭ともに参加者は意図した人たちであったが、集
客人数が計画よりも少なく（約５０％）、自己資金の拠出が増えた。 

今後の継続的な事業展開を前提に地域まちづくり活動以外の収支を含めたバランス
の適正化が課題である。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

事業名 河内音頭をはじめとする郷土芸能の伝承と活性化プロジェクト～新しい形の祭り・盆踊り提案～ 

団体名 特定非営利活動法人音頭座がらく 

助成区分 チャレンジ部門（ ☑１回目 □２回目 □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 ２５０，０００円 

助成金 
確定額 ２５０，０００円 総事業費 ７７７，８７６円 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

これまでの継続した活動が認知されることにより、令和７年度は外国企業の大阪営業
所開設記念セレモニーやインバウンド向け盆踊り体験イベントの企画・構成・出演を
請負うことができた。 

各種イベントへの出演や企画・運営への参画依頼も増え着実に実績に繋がっている。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

令和４年～７年度の助成金を受けて開催した意見交換会や提案イベント等を含めた各
種予定や活動状況について、東大阪市市民活動情報サイト「スクラムは～と」や各種
ＳＮＳ、インターネットラジオ番組をはじめとする各種メディアで発信する事により、
問い合わせやイベント参画・出演依頼に繋がった。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

引き続き河内音頭をはじめとする伝統芸能・文化の伝承と活性化を目的とした練習生・研修生を広く募集

し、一般の方を対象とした河内音頭セミナーを開催。その状況をホームページや各種ＳＮＳ、インターネ

ットラジオ番組をはじめとする各種メディアで発信することで参加メンバーを増やすと共に、自主事業と

しての各種イベント開催や受託事業としてのイベント参画や出演で事業収益向上を図る。 

また、賛助会員や協力・協賛していただく個人・団体・企業を増やし、イベント協賛や各種チラシ・ポス

ターへの協賛を積極的に募り、財政基盤の自立を図る。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

上記の取組を継続することで、伝統芸能界の門戸を広げると共に敷居を低くし、気軽に体験できる機会創

出によって伝承者探索・育成に繋げる。 

また、地域社会・各自治会役員等の高齢化と後継者不足対策として、幅広い世代で共有できる「新しい形

の祭りや盆踊り提案」を行い、無理のない運営で永続的な恒例行事として地域の人々の交流の場を維持・

拡大することで地域社会の活性化に繋げたい。 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 
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報告書提出日：8 年 5 月 1 日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

“地域”が家庭と学校以外の第３の居場所として、長期休みに子ども居場所づくり
を開催することで、学年や校区を超えた異年齢交流の場を設ける。 

そして、活動を知ってもらうきっかけとして、交流会や講座やリユース会を開催し、
孤独な子育てを防ぎ、人と街とのつながりをつくる。 

２．事 業 の 内 容 

小中学生の居場所作りの活動では、保護者の負担の軽減を行うために、希望者には
食育講座を開催し、お昼ご飯（給食）の調理や配膳をこどもたちも一緒に行なった。 

また、今年度は、西地区でも活動ができたことで、認知度も上がってきたように感
じられた。ママスタッフの人材育成も少しずつステップアップ中。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ②     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ③ 

③プログラムの内容はよかったか、事業目
的と整合性がとれていたか 

１     ２     ③ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ②     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ②     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ③ 

⑦広報はよかったか ①     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか ①     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

 

例年通り、多くの活動が継続できたため、開催時期や人数、プログラムに関しては
十分だった。 

広報においては、市民まつりであるふれあい祭りに参加したくさんの方に知っても
らえるよう考えていたが、出店に落選したためふれあいまつり参加できず、広報の大
きなチャンスを得られなかったため、不十分だった。予算において、当初予定してい
たイベン会場から開催場所を変更したために、大幅に変更が生じたため、不十分だっ
た。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 

事業名 子どもの居場所づくり～孤育てを防ぎ地域と繋ぐ～ 

団体名 やどり木 

助成区分 チャンレジ部門  （ □１回目  □２回目  ■３回目 ） 

助成金 
交付決定額 620000 円 助成金 

確定額 480,557 円 総事業費 843,289 円 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

  活動については多くの参加があり、「孤独な子育てを防ぎ、人と街とのつながりを
つくる」ことに対する成果も得られた。活動も５年目を迎え、ずっと継続して参加
してくれるリピーターさんも年々定着していることも、大きな成果の１つである。 

  今回は、子ども間のトラブルが発生したため、今一度、開催時の人数体制が当日
の流れの見直しをするきっかけも予定外に得られた。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

リピーターに関しては、学校向けのチラシを配布していることと、口コミでやど
り木の活動を周囲に伝えてくれている方々がいることが、成果をあげられた理由と
考えられる。 

 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
・ 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
・ 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

  ここ数年で、居場所づくりの参加者がかなり増えきている。毎年のリピーターも増えてきており、嬉し

い半面、申し込みをお断りしなければいけなくなってきている。託児所や学童のような、完全に預かるシ

ステムでは人員が不足するために、次年度は、大人が見守り行っている、だれでも立ち寄れる場、校庭開

放のような場への移行も検討中。 

  新規集客、活動の広報を兼ねて、次年度は市民ふれあい祭りにも参加予定。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

  来年度で、助成金の申請期間を終えるため、助成金に頼らず活動が継続できるよう、活動資金の仕組み

化を検討中。主に、イベント出店の際に協力金を募ったり、スポンサーを探す予定。 

また、活動をずっと、続けられるよう、地域の公民館など経費を抑えて活動できる場所も新たに探す予

定。地域や自治会などで、居場所を作りたいが、一から立ち上げスタートすることに躊躇しているような

団体を探し、連携できようにもしたいと考えている。 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 

 

 

 

 

 

居場所づくり 

↑食事の様子 

 

スポーツ講座→ 

写真① 

 

 

 

 

 

 

 

やどり木まつり 

↑子どもスタッフによる縁日 

           草花遊び講座→ 
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報告書提出日：  令和８年５月１日 

令和７年度 地域まちづくり活動助成金 活動成果概要 

事業名 

① アサカツ！学んで食べよう！朝のよりはうす（朝の居場所づくり） 

② 地域や社会を学ぶ！ワクワク学ぶ夏のよりはうす（東大阪アリーナの活用） 

③ 企業と学校をつなぐ！みんなが先生夢の協育プロジェクト（起業家の街東大阪） 

団体名 ＮＰＯ法人よりはうす 

助成区分 チャレンジ部門  （ ■１回目  □２回目  □３回目 ） 

助成金 
交付決定額 700,000 

助成金 
確定額 698,044 総事業費 1,335,727 

 

１．事 業 の 目 的 

地域課題・社会背景等 

（１）共働きやシングル世帯などのこどもを対象に、暖かい朝食の提供による食育と
健全育成、保護者への子育て支援に繋げる。 

（２）夏季休業期間中に、こども（小学生）の居場所づくり、子育てを行う保護者の
支援を目的に、地域社会との協業で「生き抜く力」の育成を図る。 

（３）地域人材や企業による出前授業を社会教育資源として学習プログラム化し、小
中学校に提供することで、「社会総掛かり」の教育体制を構築する。 

２．事 業 の 内 容 

（１）週４日（平日）、午前７時〜８時に、ＮＰＯ法人よりはうす事務所で、元高等
学校教員を講師にした、小学生へ朝食の提供、学習支援を実施する。 

（２）令和７年７月２２日（火）から８月２５日（月）までの土日祝日及びお盆休み
等を除く全１９日間、日替わりで企業や各種団体等による体験学習（ワークシ
ョップ）の開催により、こどもの学びの場や居場所を創出する。 

（３）企業やＮＰＯ、各種団体等が実施する出前授業等の「地域貢献活動（ＣＳＲ活
動等）」を学習プログラムとして登録し、小中学校での教育活動に提供する。 

３．事 業 評 価 

 

１ 不十分だった 

２ 一定できた  

３ 十分だった 

項  目 評 価 点 

不十分          十分 

① 実施時期（日時）はよかったか １     ２     ３ 

② 実施場所はよかったか １     ２     ３ 

③プログラムの内容はよかったか、事業
目的と整合性がとれていたか 

１     ２     ３ 

④受益者は意図した人たちだったか、 

計画通りの参加人数があったか 
１     ２     ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は 

よかったか 
１     ２     ３ 

⑥企画・準備はうまくいったか １     ２     ３ 

⑦広報はよかったか １     ２     ３ 

⑧予算は妥当だったか １     ２     ３ 

４．評 価 理 由 

①～⑧の評価で 

不十分だった理由 

十分にできた理由 

・各事業とも必要な時期に提供を行い、関係各所と連携した取り組みが実施できた。 

・（２）は主に公的施設を利用したが、予約の関係上、全日程同じ場所を確保するこ
とができず、会場が分散し利便性が不十分な部分があった。 

・事業によっては参加者の参加数が少なく、広報について周知期間・対象・エリア・
媒体を十分に精査して実施する必要があったと考えられる。 

※１～４を１枚に収めるように記載してください。 
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５．事業成果 

予定した成果があがったか、予定外に得られた成果はあったか 

（１）近隣小学校や地域においてチラシの配布やＳＮＳ等での積極的な広報を行った
が、利用者の獲得に至らなかったが、学校や地域でニーズ調査や宣伝活動等を行
う中で、早朝預かりの期待や機運の高まりを感じることができた。 

また、「春のわくわく体験教室」（令和８年３月２５日～４月６日）において、
早朝こどもの預かり（午前８時～９時）を実施し、９名の参加者があった。 

（２）開催期間中、日替わりで１９もの企業・各種団体による体験活動（ワークショ
ップ）を開催し、延べ２３６人のこどもの参加者があり、社会総掛かりの教育体
制の構築に向けた実践的活動となった。 

（３）本事業はで、９企業・団体２９の学習プログラムを共同開発し、試験的活用と
して、令和７年１２月４日に東大阪市立盾津東中学校の中学 1 年生を対象に、企
業・団体計１０企業等を招へいし、延べ３３４人の生徒が５・６時間目を活用し
職業講話プログラムを受講するなど、キャリア教育の機会を提供できた。 

予定した成果があげられた理由、あげられなかった理由 

（１）団体の知名度や早朝預かり後に小学校への通学の必要があり、事業提供範囲の
狭さ（会場に隣接する近隣小学校のみ）という問題が参加への障壁と考えられる。 

一方で、（２）の事業では多くの参加者を獲得でき、夏季休業期間中における企画した
事業への保護者やこどもへのニーズへのマッチングが一定できたと考えている。 

（３）は、多くの企業等の参画や、中学校で多くの生徒への学びの機会提供ができ反
応も良かったことから、今後は一般公募も行い、事業提供を行いたい。 

６．活動内容がわかる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．次年度の事業継続 （いずれかに〇をつけてください） 

 

助成金を活用して 

継続して実施する 
 

助成金を活用せずに 

継続して実施する 
 実施しない 

８．継続する場合の次年度の改善点や工夫、助成金を活用しない理由、事業を継続しない理由 

次年度については、助成金活用事業としては、令和７年度に実施した（１）～（３）事業の要素を集約し、

夏季休業中及春季休業中における、早朝預かり（午前８時～）の要素を含めつつ、こどもの居場所づくり

を継続実施する。なお、（３）事業については、企業等の地域貢献活動をベースにすることから事業コス

トが低いことから、助成金を活用せずに団体の独自取組・財源支出として継続実施する。 

９．中長期的な見通し、財政面で自立していくための工夫等 （助成金を活用して事業を継続する場合のみ） 

夏季及び春季におけるこどもの居場所づくりについて、事業の特性上、企業等の協力も得ながら団体ＳＮ

Ｓや各種広報手段の積極的な活用や効果的な事業ブランディングにより、キャリア教育をベースにした特

徴的なこどもの居場所づくりという特性を積極的に打ち出し、参加者を効果的に集めることで助成金に頼

らない収支面の安定化を図りたい。 

※５～９を１枚に収めるように記載してください。 

 

 

 

 

写真① 

 

 

 

 

写真② 
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